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9 Filoux， J.' C.， Di町 1cheimetL'Edi町 .tion，pre酷 sUniversi凶 res
deFrao曲， 1994，pp.115-126.(古川敦訳『デュルケー ムの教育論』
行路社、 2∞1年 185-204頁:0) なお、同書の「図書紹介」が日本
教育学会誌『教育学研究』第69巻第2号、 2002年261-262頁に掲
載されている(斎藤新台執筆lo











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































邸 Durkheim，L'Ed，四 !irmllゐl1"ale，p.231. (邦訳334頁。)
飴 lbid，p.231.(邦訳333'334頁。)
87 Dur凶.eim.，USI山田ae，p.280.(邦訳310頁。)
察してきた。その特徴は以下のような点に要約できる。
第一に、デュルケームは伝統的カトリシズムに立脚するの
ではなく世俗的な道徳教育の確立を目指し、神の権威ではな
く「社会」の権威を前面に押し出しながら道徳性の三要素「規
律の精神Jr.社会集団への愛着Jr意志の自律性」を住とした
道徳教育を構想した。その際、生徒を取り巻く環境や学校の
教育活動全体を通じた道徳教育、また、「小さな社会」とし
ての学級という場のあり方などが検討の対象とされている。
第二に、デュルケームにおける「社会」は「文明」を所有
する存在とも捉えられている。「文明」は人聞を動物から区
別する重要な要素であり、「未聞」と対をなす枇念として想
定されている。また、デュノレケームは{子ども=未開人〉と
いう見解を有しており、感情の移ろいやすさや行動における
連続性の欠如など「規則性」が欠けている点を未開人と子ど
もとが共有する特徴であると捉え、この点を道徳性の第一要
素たる「規律の精神」の欠如と同等視している。デュノレケー
ムは、子どもが「欲求の抑制Jr自己の統御」を行えるよう
にすることの重要性を論じ、彼の教師・生徒関係論は「感情」
や「情念」の抑制・統御の問題を軸として論じられている。
こうした「樹育Jr情念」の抑制・統御の問題は、古代にお
いて「アタラクシア(静けさ)Jを希求し「魂への不断の配
慮」を論じたエピクロスやセネカらの哲学・《養生論i)の水
即トと遡及し得る問題である由。
第三に、デュノレケーム教育思想にあって、学校という場は
学校規則という生徒が守るべき義務が存在することが特徴
的と捉えられており、少人数で構成される家族とは異なるが
ゆえに特段に重要視されている。つまり、デュルケーム教育
凪想における教師・生徒関係は、家族と学校という集団規模
と性質の違い、家族に欠如している「規律」の機能を学校が
代替できるという論理によって基礎づけられている
第四に、学校規則に付されている「制裁(.血血ons)Jの
機能は「規律」の実現に不可欠であるとされ、デュノレケーム
は『道徳教育論』の第十一講から第十三講までを「制動の
考察にあてている。「制裁Jには「罰」と「褒賞」があると
されるが、実際にデュノレケームが詳しく論じているのは「罰」
である。デュノレケームは体罰を批判するが、規則違反に対す
る「非難」の意味で子どもに「苦痛」を与えることは必要で
あると論じている。また、「怒り」にかられて生徒を罰する
ことは批判されるが、ある程度の「憤り」と「強い不満」を
伴わない罰し方は効果的な「手持監」ではないともデュルケー
ムは論じている。
第五に、デュルケームは「罰」の与え方に関して、教師と
裁判官とを対比しながら、裁判官は性急な無思慮を慎ませる
意味で長い時聞をかけて深い認識のもとに判決することが
重要であるが、教師はむしろ可及的速やかに規則違反を制圧
するべきだと論じられている。その場合、複雑な裁判手続き
鈍寺崎弘昭「生を養う ワェルピーイングの射租鈴木・藤原・
岩住編著『高齢者のワェノレピー イングとライフデザインの協働』御
茶の水書房、 2010年21.35頁
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